
なお、購入された本には、「古本募金により集まった寄付で
購入した」ことが分かるシールを貼付。
手に取った学生・生徒・児童たちに、ご支援いただいた方々
の想いが少しでも届いてほしいという願いを込めています。

●活用事例

読み終えた本の買取額を寄付金として活用し、
新しい図書の購入に役立てる古本募金活動を 2013 年度より実施しています。

附属校のNEWS

立命館中学校・高等学校

立命館高校がスーパーサイエンスハイスクール（SSH） 
先導的改革型に採択
3月31日（火）、文部科学省は、将来の国際的な科学技術人材の育成を 
目指し、理数系教育に重点を置いた研究開発を行う「スーパーサイエンス 
ハイスクール（SSH）」事業の令和2年度基礎枠の内定結果を公表しました。
その結果、立命館高校は「SSH基礎枠先導的改革型」に採択されました。

先導的改革型に採択されたのは、 
全 国 で2校 の み（ 立 命 館 高 校・ 
愛媛県立松山南高校）、指定期間は 
3年間となります。今回、先導的 
改革型に採択されたことにより、 
高校生にとってよりよい国際共同 
研究のあり方を模索しながら、
科学技術人材育成に向けた取り
組みを進展させていきます。

立命館守山中学校・高等学校

滋賀県コロナ対策サイト立ち上げに 
立命館守山高校生エンジニアが活躍
3月 24日（火）、滋賀県が「新型コロナウイルス感染症対策サイト 」を 
公開、本サイトの開発にあたっては伊藤祐聖さん（当時：高3）も参画しました。 
伊藤さんは、小学生の頃からプログラミングを始め、大阪府高槻市の
Coder Dojo（コーダー道場）に通っていました。今回の企画を通じて、

「自分の技術を地域のために使うことをライフワークにしていきたい」と
話しています。

立命館宇治中学校・高等学校

「第101回 全国高等学校野球選手権  
京都大会 優勝旗返還セレモニー」を開催
7月3日（金）、立命館宇治高校において、「第101回 全国高等学校野球 
選手権 京都大会 優勝旗返還セレモニー」が開催されました。本来は第102 
回 京都大会の開会式で返還されるものですが、大会中止を受け、京都府
高野連会長・理事長・朝日新聞社京都総局長をお迎えし、部員80名を代表 
して、岡田蒼司主将が優勝旗を返還しました。7月11日（土）から開催 
された「夏季京都府高校野球ブロック大会」には、3年生のメンバーのみで 
挑みました。初戦は北桑田高校に勝利、2回戦は久御山高校に1-2で惜しくも 
敗 れ ま し た。2回 戦
目の試合後、里井祥吾
監 督（ 産 業 社 会 学 部
2006年卒）は「お互い
締まったナイスゲーム
でした」と両校選手の
奮闘を讃えました。

学校法人立命館 総務部 寄付事務局
〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町1番地  

TEL: 075-813-8110   FAX: 075-813-8119   E-mail: rgiving@st.ritsumei.ac.jp

2013年10月 立命館小学校 1〜6年生の必読書（43冊）
2014年8月 立命館大学 衣笠・BKC図書館  英語多読本・日本語学習教材（307冊）
2015年2月 立命館小学校 児童たちからリクエストを募り選定した図書（34冊）
2017年3月 立命館大学 OIC図書館  学生アンケートを募り選定した図書（470冊）
2018年3月 立命館小学校 児童たちからリクエストを募り選定した図書（31冊）
2019年3月 立命館小学校 児童たちからリクエストを募り選定した図書（41冊）
2020年3月 立命館小学校 児童たちからリクエストを募り選定した図書（16冊）

327,483冊 （6,977,600円）  7,049名 2013年4月〜2020年5月 実 績

立命館小学校

立命館小学校 リモート卒業式を実施
3月14日（土）、第11回立命館小学校卒業式を行いました。新型コロナ
ウイルス感染拡大をうけ、開校以来初めて卒業生と教職員のみが参加する 
卒業式となり、保護者の皆様
にはLive配信を行いました。
卒業生は、休校中のため練習
がわずか10分のみであった
にも関わらず、立命館小学校
の卒業生らしい、とても立派
な態度で臨み、式典を無事に
終えました。

立命館慶祥中学校・高等学校

石堂陽奈さん（高3）が 
「セイコーゴールデングランプリ陸上 2020東京」で3位入賞
8月23日（日）、来年東京オリンピックの開催が予定されている新国立競技
場にて、「セイコーゴールデングランプリ陸上2020東京」が無観客で開催
され、招待選手として女子100Mに出場した石堂陽奈さん（高3）が、見事
3位に輝きました。また、本大会は、コロナ禍によってインターハイなどの
大会が中止・延期となったことに鑑み、各種目、1〜9名の高校生が出場する 

「ドリームレーン」が設けられ、男子100Mに鷹祥永さん（高3）、井澤真 
さん（高3）が出場しました。

ご寄付のお礼と
ご報告

Donors Newsletter 2020
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学生の生命・安全・健康を守る
新型コロナウイルスՒに͓͚る
立命館大学のऔり૊Έ
新型コロナウイルスの感染拡大は社会に大きな影響を及ぼし、現在も国内外で多くの方々が病気と闘っていらっしゃいます。

亡くなられた方々に心からの弔意を表すとともに、感染された皆様の一日も早い回復を願っています。

また、非常に困難な状況下で医療や社会生活を支えてくださっている皆様のご努力ご尽力に、心から敬意を表します。

立命館は、学生の生命・安全・健康を守ることを第一としたうえで、教育と研究を継続するという社会的責任を果たしてまいります。

立命館大学では、1月中旬より感染症対策委員会において状況を把握し、留学プログラムの実施可否の判断、海外から帰国する学生の
対応、アルコール消毒液の設置などの対応を開始しました。苦渋の決断ではありましたが、2月下旬には感染拡大防止の観点から卒業式・
入学式の中止を決定するとともにホームページにて学長メッセージを発信いたしました。事態の重大さに鑑み、3月初旬には法人危機対
策本部を設置して対応にあたりました。
学生の生命を守ることを最優先としつつ教育を継続するために、春学期の授業形態を見直し、4月6日からWeb 授業を実施することと
いたしました。そして4月27日、Web 授業の実施に伴う学習・通信環境整備への支援、仕送りやアルバイトができないことによる生活
の困窮などに対する支援として、総額 25億円の「新型コロナウイルス禍に対する学びの緊急支援」の実施を判断しました。

新型コロナウイルス禍の厳しい状況が続くなか、本学に温かいご支援を賜り
ました皆様に、心より感謝申し上げます。皆様のご厚志により、 新型コロナウイル
ス禍による家計急変やアルバイト就労ができなくなったなどの理由で生活の維持
が困難となっている学生・大学院生3,796名に、「緊急学生支援金」として最大 
9万円（月額3万円╳3ヵ月）を、6月末に支給することができました。 この先の
収束が見えないなかで、学生などに対する経済支援制度の拡充などを進めていく
うえでは、学園財政としての支援とともに、卒業生や教職員、そして日頃から学校
法人立命館の教育研究活動にご理解ご支援いただいております皆様の温かい
御志を得て、学生支援を進められればと存じます。

「緊急学生支援金」ご寄付のお礼と実績のご報告

1  Web 授業のための受講環境整備支援策……16億円
▶本学園で学ぶすべての学生・生徒・児童に対して、一律 3万円を支給
▶緊急的にWebを活用した授業実施となることに伴う学生・生徒・児童の各家庭における学習・通信環境整備への負担軽減のための支援
▶ PC、ルーターなどを無償で貸し出しなど

2  家計急変等経済支援策……5億円
▶�アルバイト就労ができなくなる、家計急変により学生生活が困難となる学生に対して、「緊急学生支援金」として最大9万円（月額3万円╳

3ヵ月）を支給
▶公的支援に加えて実施する、家計急変などに対する経済支援策

3  オンラインを活用した学習・生活・諸活動支援策……4億円

■「新型コロナウイルス禍に対する学びの緊急支援」　総額 25億円

ご寄付の実績（2020年7月31日までの入金実績）

件数 金額

個人 2,656 件 94,176,407 円

法人・団体 50 件 25,281,208 円

合計 2,706 件 119,457,615 円

※ ご寄付は、現在も募集しています（2020年12月31日まで）。

ಠࣗのߦಈࢦ਑のࡦఆ・ೖݶ੍ߏのஈ֊的؇࿨

ळ学ظに͚޲て

立命館大学では社会の動きと連動しながら独自の活動制限レベルを6段階で設定した「新型コロナウイルス感染拡大に対する立命館
大学の行動指針（BCP）」（下表）を策定しました。キャンパスが京都府・滋賀県・大阪府と3つの府県に分かれ、そこに通う学生は
さらに広域から集まっていますので、レベルに応じて立命館大学全体として対応を決定しています。
5月25日、政府による「緊急事態宣言」が解除され、今後は「新しい生活様式」が社会経済全体に定着するまで一定の移行期間を設けて、
外出自粛、イベント開催制限、施設の使用制限の要請などを段階的に緩和する方針が示されました。6月下旬、BCP活動レベルを「２」に
引き下げ、学生の入構制限措置を緩和し、事前申込制で図書館や情報教室など大学施設の利用を再開しました。7月下旬には、実験・実習
など大学施設を利用する必要性のある一部の科目について、感染防止に十分な配慮を行ったうえで、教室での授業を実施しました。

BCPレベルなどの最新情報は、新型コロナウイルス感染症に関する特設ページをご参照ください。

http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1679

秋学期は、感染防止対策を十分に取ったうえで、一部の科目で教室での対面授業を再開し、キャンパス内での学習・研究活動も再開 
する予定です。対面授業、Web 授業、対面授業とWeb 授業の併用など、それぞれの科目の特性に応じて実施します。
立命館大学では、学生と教職員の安全を最優先に考え、キャンパスへの入構制限など感染拡大防止に取り組む一方で、最大限の教育 
研究活動を維持するため、「3密」の徹底回避を前提に、制限する範囲をコントロールしていくことも常に議論しています。今後も組織的
かつ臨機応変に判断し、行動に移してまいります。

活動制限レベル 主な制限の内容

0 制限なし

1 制限―最小 感染拡大に注意して、ほぼ通常通りの活動を行う。

2 制限―小 感染拡大に最大限注意し、Web授業、オンライン会議などを推奨。「3密」を避ける工夫をする。

3 制限―中 「3密」を徹底して避けることを前提に、原則Web授業のみ、イベントや入構には厳しい制限あり。

4 制限―大 原則Web授業のみ、キャンパスへの入構は原則禁止。

5 制限―最大 原則停止。Web授業、オンライン会議などのみ。

■新型コロナウイルス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）

平素は立命館学園の教育研究に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

202 0年、立命館が創始 150年・学園創立 120周年の節目の年を迎えるなか、

猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の拡大により、世界は急激に変化を遂げる転換点に立っています。

私たちは、歴史を辿る重要性を多としつつも、先を見通す“想像力”そして“戦略性”を一層高めることが

重要であることを再認識し、大学・教育機関としての責任を果たしていく決意を新たにしております。

今後も学園を挙げて、教育・研究にさらに精進を重ねる所存でございますので、

変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

学校法人立命 館 理事長
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寄付者数と金額の内訳

個人寄付の広がり 継続的な寄付の広がり

寄付者の年齢分布 （立命館大学）

立命館創始 150年・学園創立 120周年記念シンポジウム
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ͨ͠ɻ

2020年、ֶ ๏ਓ໋ཱؗ͸૑࢝150年ɾֶߍ Ԃ૑ཱ120प年ͱ͍͏અ໨
ͷ年Λܴ͑·͕ͨ͠、৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େͱ͍͏ࣄଶにؑΈ、
ͱͳΓ·ͨ͠ɻظը͸དྷ年度΁ͷԆا೦ࣜయͳͲͷه

https://www.youtube.com/watch?v=THAVb-FFHbw

γϯϙジ΢Ϝͷ༷ࢠ͸、ฤू൛ͱͯ͠:PV5VCF
ʮ3JUTVNFJLBO�$IBOOFMʯにͯݶؒظఆެ։͍ͯ͠·͢ɻ
※ެ։ؒظ͸2020年12݄31೔（໦）·Ͱ



学ভのԗ๓

Success of students

৘ใཧֶ޻෦ϓϩジΣクトஂମ3J�POF͕ੈքେձ�
ʮ3PCP$VQ!)PNF�&EVDBUJPO�0OMJOF�$IBMMFOHF�2020ʯͰ3Ґೖ৆

6݄27೔（౔）ɾ28（೔）、ʮ3PCP$VQ!)PNF�
&EVDBUJPO�0OMJOF�$IBMMFOHF� 2020ʯ͕
։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
ΦーϓϯϓϥットϑΥーϜͷΦーϓϯ෦໳Ͱ、
৘ใཧֶ޻෦ϓϩジΣクトஂମ3J�POF͕3Ґ
（#SPO[F�"XBSE）ೖ৆ΛՌͨ͠·ͨ͠ɻ2018
年ɾ2019年ͷʮレεΩϡーγϛϡレーγϣϯ
Ϧーάʯςクχカϧνϟレϯジ෦໳Ͱͷ2࿈೼に
続͖、3年࿈続ͷೖ৆Ͱ͢ɻʮ3PCP$VQ!)PNF�&EVDBUJPO�$IBMMFOHF�2020ʯ͸、ੈ ք࠷େن໛ͷࣗ཯ҠಈܕϩϘットͷٕڝ�
ձʮ3PCP$VQʯͷҰͭͰ͋Γ、ਓؒͷੜڥ؀׆Λαϙート͢るਓ޻஌ೳΛ࣮૷ͨ͠ϩϘットͷੑೳΛ͍ڝ·͢ɻ౰ॳ、ϑϥϯεͰͷ
։͕࠵༧ఆ͞Ε͍ͯ·͕ͨ͠、৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େ๷ࢭͷͨΊΦϯϥΠϯͰ࣮͞ࢪΕ·ͨ͠ɻ3J�POF͸、εϚートϑΥϯ�
͔Βૢ࡞ɾର࿩Ͱ͖、レεトϥϯ΍Ոఉ಺Ͱ׆༂͕ظ଴͞Εるʮੜࢧ׆ԉϩϘットʯΛ੡ߴ͠࡞、 ͍௨৴γεςϜ͕ධՁ͞Ε·ͨ͠ɻ

দݪᠳ͞ޗΜ（ੜ໋ՊֶڀݚՊ）͕ʮ೔ຊֶज़振ڵձ�ҭࢤ৆ʯΛड৆

দݪᠳ͞ޗΜ（ੜ໋ՊֶڀݚՊത࢜՝ఔظޙ՝ఔ2ճੜʪ౰࣌ʫ）͕ 、2019年度ʮ೔ຊֶज़振ڵձ�ҭࢤ৆ʯΛड৆͠·ͨ͠ɻʮ೔ຊֶज़
振ڵձ�ҭࢤ৆ʯ͸、্ ͷൃలに寄༩͢る͜ͱ͕ڀݚΛड͚ͯ、2010年度に૑ཱ͞Ε·ͨ͠ɻকདྷ、೔ຊͷֶज़ͪ࣋ؾตԼ͔Βͷ͓ߖ
ͦ、জ͢る͜ͱͰݦ଴͞Εる༏लͳେֶӃത࢜՝ఔֶੜΛظ ͷษֶ͓よͼڀݚҙཉΛߴΊ、एखऀڀݚͷཆ੒Λਤる͜ͱΛ໨తͱͯ͠

͍·͢ɻड৆ऀ͸ຖ年16名ఔ度、ࠓ年͸େֶ௕΋͘͠͸ֶձ௕ͷਪનΛड͚ͨ
175名ͷީิऀͷͳ͔͔Β、দ͞ݪΜΛؚΉ18名͕બग़͞Ε·ͨ͠ɻ
দ͞ݪΜͷڀݚςーϚ͸、ޫ ߹੒׭ثͷҰछͰ͋るޫ߹੒Ξϯςφ͕Ͳͷ�
よ͏にܗ੒͞Ε͍ͯる͔Λղ໌͢る͜ͱͰ͢ɻࡏݱͷٕज़Ͱ͸ʮੜ͖ͨੜ෺Λ
ੜ͖ͨ··͢࡯؍るʯ͜ ͱ͸೉͍͠ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻࠓճͷڀݚͰ͸、ޫ ߹੒
Ξϯςφ͕੒௕͍ͯ͘͠աఔΛޫΛ༻͍ͯਓ޻తに͠ݱ࠶、ͦ ΕΛ͢࡯؍る
͜ͱによͬͯ੒௕（ܗ੒）աఔΛղ໌͢るख๏Λཱ֬͠·ͨ͠ɻ
ຊڀݚによͬͯ、ΤωϧΪーɾڥ؀໰୊ɾ৯ྐ໰୊ͷղܾࡦͱͳΓ͏るޫ߹੒
Λ͞Βにਂ͘ཧղͰ͖るよ͏にͳる͜ͱ͕ظ଴͞Ε·͢ɻ

「未来のBeyond Borders応援サイト」をオープン
େֶೖֶޙ΋ΦϯΩϟϯύεͰֶੜੜ׆ΛૹΕͳ͍৽ೖੜに͚޲、ཱ ໋ؗେֶͰͷֶੜ
ੜ׆ͷΠϝージΛগ͠Ͱ΋ಧ͚るͨΊʮ4503:�#FZPOE�#PSEFSTʕ௅ઓऀͷ෺ޠʕʯ
Λاը͠·ͨ͠ɻʮֶੜͨͪにϝッηージΛಧ͚͍ͨʯͱ、ߍ༑（ଔۀੜ）ͷํʑͷ͝ྗڠ
ͷ΋ͱ、εϚートϑΥϯͳͲͰࣗࡱΓͨ͠ө૾Λૹ͍͖ͬͯͨͩ、ฤू�
͍ͯ͠·͢ɻઌഐͨͪͷεトーϦーΛ௨ͯ͡、͜ ͷঢ়͕گऩଋͨ͠ઌに
͋るlͦΕͧΕͷେֶੜ׆zΛ͍ࢥඳ͘͜ ͱΛظ଴͍ͯ͠·͢ɻ

http://www.ritsumei.ac.jp/features/furefure_beyond-borders2020/

กຣǈ৏ǀતƅࡑבګ

Reseach

4QPSUTº"SUº5FDIOPMPHZͰӡಈΛ఺਺΍Իָදݱにม͠׵、�
ָ͘͠継続͢る͜ͱ͕Ͱ͖るΞϓϦΛ։ൃ�
ʙ$07*%�19Ͱӡಈෆ଍ͷํ΁ڀݚ͚ͯ޲੒ՌΛࣾձؐݩʙ

5݄20೔（ਫ）、Ԭాࢤຑɾ໋ཱؗେֶཧֶ޻෦।ڭत͕、ொాमҰɾ�
ॱఱಊେֶେֶӃεϙーπ݈߁ՊֶڀݚՊڭत、খ઒ྨɾ౦ژ᥁ज़�
େֶಛ೚।ڭतͱڞಉ։ൃ͠ ʮͨ#JPTJHOBM�"SU（όΠΦγάφϧ�
Ξート）ʯΛൃද͠·ͨ͠ɻӡಈɾトレーχϯάΛ఺਺΍Իָදݱに
ม͢׵る΢ΣϒΞϓϦͰ͢ɻ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱（$07*%�19）
ͷӨڹͰ೔ৗੜ͞ݶ੍͕׆Ε、ӡಈෆ଍ͱͳ͍ͬͯるਓʑͷͨΊに、�
ࣗ෼ͨͪͷڀݚ੒ՌͰࣾձݙߩͰ͖ͳ͍͔ͱ͍͏ऀڀݚ΍ֶੜͷ͍ڧ
͜、Β͔͍ࢥ Ε·Ͱഓͬͯ ؒظ໿1ϱ݄ͱ͍͏୹、͖ͮج੒Ռにڀݚ͖ͨ
Ͱ։ൃΛਐΊ·ͨ͠ɻ

খ઒͞΍͔ɾ໋ཱؗେֶେֶӃઌ୺૯߹ֶज़ڀݚՊڭत͕�
ʮୈ8ճՏ߹൏༤ֶܳ৆ʯʮୈ51ճେ୐૖ҰϊϯϑΟクγϣϯ৆ʯΛड৆

6݄1೔（݄）、ʮୈ8ճՏ߹൏༤෺ޠ৆ɾֶܳ৆（ओ࠵ɿՏ߹൏༤ஂࡒ）ʯͷબߟձ͕։͔Ε、খ઒
͞΍͔ڭतͷஶॻh νϣϯΩϯϚϯγϣϯͷϘε͸஌͍ͬͯるʕΞϯάϥࡁܦͷਓྨֶ （ɦय़ळࣾ、
2019年7݄）͕ ֶܳ৆Λड৆͠·ͨ͠ɻຊ৆͸、༏Εֶͨज़త੒Ռͱಠ૑Λ΋ͱに、༷ ʑͳੈքͷ
ਂ૚Λ෺ੑޠ๛͔に໌Β͔にͨ͠ஶ࡞に༩͑ΒΕる΋ͷͰ͢ɻ͞Βに6݄11೔（໦）、ʮୈ51ճେ୐
૖ҰϊϯϑΟクγϣϯ৆（ओ࠵ɿ೔ຊจֶ振ڵձ）ʯに͓͍ͯ΋ಉॻ͕ड৆͠·ͨ͠ɻຊ৆͸、֤ 年
ͷ͙͢ΕͨϧϙϧλージϡɾཱྀهߦɾドΩϡϝϯλϦーͳͲͷϊϯϑΟクγϣϯ࡞඼Λදজ͢る΋ͷ
Ͱ͢ɻࠓճड৆ͨ͠ॻ੶͸、߳ ͱ͍͏ख๏Ͱ࡯؍༩ࢀձにੜ͖るλϯβχΞਓίϛϡχςΟΛࣾߓ
ௐࠪ͠、߳ ଴͠ͳ͍ਓʑによるηーϑςΟωットɾظଘͷ੍度にط、にҠॅ͢るλϯβχΞਓͷ൒ੜߓ
৴༻γεςϜɾγΣΞϦϯάࡁܦͳͲ、ՄೳੑにຬͪͨࣾձΛඳ͍͍ͯ·͢ɻ

ΞートɾϦαーνηϯλー͕ᷫԂࡇσジλϧɾϛϡージΞϜΛ8&#ެ։

7݄1೔（ਫ）、ཱ ໋ؗେֶΞートɾϦαーνηϯλー（ҎԼ、"3$）ͱจֶ෦͸、ʮᷫԂࡇσジλϧɾϛϡージΞϜ2020ʕաڈɾ
Λ͸͡Ί、ଟߦ๶८ࢁ͸ࡇ年ͷᷫԂࠓ、఺͔Β؍ͷࢭછ֦େ๷ײίϩφ΢ΠϧεܕɾະདྷʕʯΛެ։͠·ͨ͠ɻ৽ࡏݱ ͷؔ͘࿈ࣄߦ�
ͷதܾ͕ࢭఆ͞Ε͍ͯ·͢ͷͰ、͜ ͷʮᷫԂࡇσジλϧɾϛϡージΞϜ2020ʯΛ௨ͯ͡、ᷫ Ԃࡇͷັྗ΍ྺ࢙Λ஌Γ、ମͯ͘͠ײ ͩ�
͍͞ɻ"3$͸、2002年͔ΒᷫԂࡇにؔ͢るࣸݹਅ΍ө૾ɾݹจॻͳͲΛऩू͠、σジλϧԽͯ͠อଘ͢るऔΓ૊ΈΛਐΊ͖ͯ·�
ͨ͠ɻࠓճ、͜ Ε·Ͱ஝ੵ͖ͯͨᷫ͠Ԃࡇにؔ͢る͞·͟·ͳڀݚ੒Ռ（ᷫԂࡇͷ2%ɾ3%Ϛッϓ΍όーνϟϧࢁ๶८ߦͷಈը
ͳͲ）、4
000఺Ҏ্ͷࢿྉΛެ։͍ͯ͠·͢ɻ

ຊใࠂॻͷࣸਅ͸、ᷫ Ԃࡇͷ
σジλࡇ๶ͷҰͭͰ、ʮᷫԂࢁ
ϧɾϛϡージΞϜ2020ʯͷओ
ཁͳΞーカΠϒର৅ͱͳͬͨ
ધ๶ͷࣸਅͰ͢ɻࠓ年͸๶ݐ
ͯ΋தࢭͷͨΊ、ࣸ ਅ͸2012
年ࠒにࡱӨ͞Εͨ΋ͷͰ͢ɻ

දࣸࢴਅ




